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Ⅰ 医学部・医学系研究科の研究目的と特徴 

【設立からの経緯】 

 医学部は昭和 55 年４月に設置された福井医科大学医学部医学科を母体とする。開学後，

医学研究科博士課程（４専攻），高エネルギー医学研究センター，看護学科及び医学系研

究科修士課程（看護学専攻）を順次設置し，「医の倫理に徹した優秀な医人を育成するこ

とを目的とするとともに，単に地域医療の充実に寄与するのみならず全国的視野からも特

色ある医学及び医療のセンターたらしめん」ことを目的とし，生命科学の基礎的研究から

特定の疾患の診断・治療の臨床研究さらに実地に即した看護学研究など，広く医学に関わ

る高次先端的研究を推進してきた。 

 

【地域的背景】 

 特に福井県は我が国最多の原子力発電所を有していることから，放射線が地域住民や生

物に及ぼす影響と対策の実践的研究並びに悪性腫瘍等の診断と治療を始めとする放射線の

先端的医学応用を鋭意遂行してきた。また，北陸の地にあって，過疎化の進む多くの町村

を抱え，全国的に見ても特に高齢化が急速に進んでいる福井県では，悪性腫瘍のみならず，

脳神経疾患や骨・関節疾患などの高齢者に特有の疾患の克服も大きな課題であると認識し

てきた。さらには，少子化が進む我が国において，高い出生率を維持している福井県にあ

って，その実績の一端を出産や小児の医学・医療の充実において担ってきた。 

 

【研究についての本学の目標】 

 平成 15 年 10 月に大学統合により福井大学医学部となり，新たに設定した大学の中期

目標には，「教育地域科学，医学，工学の各分野がそれぞれ独自性を発揮しつつ，有機的

に連携・融合しながら，人々が健やかに暮らせるための学術文化や科学・技術に関する高

度な教育を実施するとともに，世界的水準の研究推進を創設の理念とし，基礎研究を重視

しつつ，高エネルギー医学，原子力の安全分野での世界的水準の研究を始めとした独創的

な研究及び高度な先端的医療を実践することによって，地域はもとより国及び国際的にも

貢献し得ることを目標とする」ことを掲げている。この目標を受け，研究については，高

度な学術を継承し新たな学術を創造する世界的水準の研究を目指すこととしている。 

 

【医学部・医学系研究科の研究目的】 

 以上を鑑み本学医学部・医学系研究科では，「新たな学術を創造する世界的水準の研究

を目指すとともに，地域・社会的要請に応えうる研究課題に積極的に取り組み，全国的・

国際的評価を得る高い医学研究・医療水準を達成し，高度の研究能力と豊かな学識と人間

性を備えた研究者・医療人の育成を通して，医学・医療の発展及び地域医療に貢献する」

ことを目的としている。 

 

【重点的に取り組む研究領域】 

この目的のもと，医学部・医学系研究科では，中期目標において，次の５領域を重点

的に取り組む研究領域と定め，その積極的推進をはかっている。 

④ 神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の制御機構などを分子レベルで明

らかにし，高次生体システムの発達・構築とその維持に関わるメカニズムの解明に関 

する研究を行う。 

⑤ 生殖・内分泌医学に関する基礎的研究及びトランスレーショナルリサーチ（基礎的な

研究成果の臨床応用）に繋がる研究を行う。 

⑥ 人の生活の質（ＱＯＬ）と福祉の向上に関連する様々な領域を結集した医学研究を行

う。 

⑦ 生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究とデータ収集・解析

法の開発研究を行い，悪性腫瘍，脳疾患，心疾患などにおける臨床的意義の確立を目

指す。 

⑧ 健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄与できる看護学研究を行う。 
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［想定する関係者とその期待］ 

 医学・医療の充実・進歩は，福井県内のみならず広く我が国，さらには世界において強

く望まれている。研究活動にて得られた成果は人類社会で広く活用されうる。従って，本

学医学部・医学系研究科での研究活動に大きな期待をよせている関係者には，以下が想定

される。 

• 学界・国際社会：科学・医学の発展に寄与する質の高い基礎研究，バランスのとれ

た基礎研究と応用研究による高水準の研究の実施により得られた成果による人類の

知的財産の獲得と医学・医療・福祉の向上への貢献。特に 21 世紀ＣＯＥプログラ

ムに代表される世界的水準の研究を実施と，その知的成果による国際社会への貢献。 

• 地域社会・自治体関係者：福井県をはじめとする地域が抱える課題解決による地域

社会への貢献。 

• 医療関係者：基礎研究，応用研究による医学・医療の進歩と得られた成果の共有に

よる医学・医療水準の向上，新たな治療法の開発。 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

 観点 研究活動の実施状況 

（観点に係る状況） 

 

【研究の実施体制】 

 法人化後，医学部研究推進室ならびに担当の副学部長をおき，その推進を図ってきた

【資料 1-1-1】。さらに，研究について教員個人評価の評価項目・基準を公表の上，評価

を実施し，高い水準での研究遂行の必要性が広く周知された【資料 1-1-2:P5】。特に医学

部・医学系研究科で取り組む重点領域については，松岡キャンパス総務室が，その重点領

域ごとの活動状況，成果を半年に一度各教員に求め集約をはかるとともに，その推進を図

ってきた【資料 1-1-3:P6】。また，学内競争的配分経費の申請にあたっては，対応する重

点領域の記載を求めるとともに，義務として課す成果発表会においても重点領域との関連

を成果評価の観点として明記し実施してきた【資料 1-1-4:P7】。加えて，研究の基盤とも

いえる医学系研究科博士課程の改革を行い，４専攻から２専攻への改編をすすめた【資料

1-1-5:P8】。さらに，大学統合のメリットを研究に活かすべく，生命科学複合研究教育セ

ンターを全学組織として立ち上げ，分野をまたぐ複合的研究の推進を図ってきた【資料 1-

1-6:P8】。なお，研究資金の獲得増に向けた取り組みについては「Ⅲ質の向上度の判断①

事例１」の項で述べる。 

 

  資料 1-1-1 医学部における研究推進体制 

 

 

　

　

 　

研究領域担当

　

教育領域担当

　

その他医学部各委員会

研究活動状況の把握，研
究活性化のための諸施策
の企画立案，研究水準・
成果の検証・評価，大学
院の改革等

副学部長

副学部長

医学部倫理審査委員
会

医 学 科 長

医学部教授会 医学科会議

医 学 部 長

略

全学
研究推進委員会

医学部COEプログラ
ム運営委員会

医学部産学連携推進
委員会

看 護 学 科 長

看護学科会議

医学研究推進室

企画調整会議

略

 
                                  （事務局資料） 
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  資料 1-1-2 個人評価の研究活動領域の評価項目・基準 

 

   
 ２ 研究活動領域   

 １－１．専任教員 3名以上の領域に属するもの（助教としての在職通算年５年未満の者を除く） 

 【評価項目】   

 項 カテゴリー Ａ Ｂ 

 

1 ５年間の欧文 Peer review 誌への原著論文掲載数 １０編以上（もしく

は４a の条件で IF 10

以上１編または IF5

以上２編） 

５編以上（または４a

の条件で IF5以上１

編） 

 2 ５年間の学術誌総説掲載 欧文 Peer review誌 左記以外雑誌 

 3 ５年間の発明・特許（申請） 特許・出願中 発明届 

 
4a Impact Factor ：原著論文掲載：

First,second,corresponding,last に限る。５年間。 
１編で５以上 or合
計２０以上 

１編で２以上 or合
計１０以上 

 

4b 各分野の Top３journal 又は上位 10％のジャーナル

（Thomson 社による Journal citation report にある各

分野上位３誌（但し、レビュー誌は除く）又は上位 10％
のジャーナル）への掲載数：

First,second,corresponding,last に限る。５年間。 

３以上 １以上 

 

5 ５年間の科研，他省研究費 基盤Ｂ以上（相当）

の代表者、若手Ａの

代表者、計画班員 

基盤Ｃ代表者，若手，

萌芽研究，班研究の

公募班員 

 6 ５年間の民間助成金   代表者 

 7 ５年間の他省研究班 班長 班員，班友 

 
５年間の特記事項 本人が申請し、委員

会で検討 

本人が申請し、委員

会で検討 

 （参考例）     

 
・５年間の学会招請講演（シンポジスト，ワークショッ

プの演者を含む） 

国際学会 国内全国学会 

       

 
・Citation:原著論文: 
First,second,corresponding,last に限る。過去５年内

に発表した論文 

１編で１００以上 or
合計２００以上 

１編で５０以上 or
合計１００以上 

       

 
・５年間の学術賞受賞 国際的な学術賞 

国際学会 

国内の学術賞 

国内学会 

       

 ・５年間の国際的な grant あり   
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【評価基準】 
 
「５：特に優れている」の基準： 

・ 上記評価項目の第１項についてＡを満たし，かつ第２～８項のうち少なくとも２つ以上Ａを満たす場合。

第４ａ項と第４ｂ項は，どちらか一方を満たした場合，１つと算定する。 

「４：水準を上回っている」の基準： 

・ 上記評価項目の第１項についてＢを満たし，かつ第２～８項のうち少なくとも２つ以上Ｂを満たす場合。
第４ａ項と第４ｂ項は，どちらか一方を満たした場合，１つと算定する。 

「３：水準に達している」の基準： 

・ ５年間で欧文 Peer review 誌への原著論文掲載（coauthor も可）が２編以上。 

「２：やや問題があり改善の余地がある」の基準： 

・ ５年間で欧文 Peer review 誌への原著論文掲載（coauthor も可）が１編。 

・ 特記事項を勘案する。 
「１：問題があり改善を要する」の基準：上記に該当せず 

 

特記事項については、委員会等で勘案の上、認められた場合には原則１つと算定する。（場合により２つ以上

に算定することもある。） 

 

＊ 教員の研究分野及び職種に配慮し、上記のほか「１－２．専任教員 3名以上の領域に属する助教のうち，
助教としての在職通算年５年未満の者」、「２．専任教員 3名未満の領域に属するもの（共通系に相当します）」、

「３．人文・社会科学系の領域に属するもの」及び「４．看護学科教員」の４種類の評価項目・基準を定めて

いる。 

 
 

                                     （事務局資料） 
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  資料 1-1-3(1) 重点研究領域に関する研究活動状況調査依頼文 

　このことについて、それぞれの年度計画の実施計画を把握したいので、ご多忙中恐縮ですが、
下記の重点研究領域に関する年度計画について、貴領域等で研究推進を目指した取組活動の
予定や実績がありましたら、添付の調査票に記入の上、   月    日（  ）までに松岡キャンパス総
務室企画係（内線２０１９）へ提出くださるようお願いいたします。
　なお、関係の科研費及び学内競争的経費の獲得状況等については、別途調査済（予定）です
ので今回は記載不要です。
　また、提出期限以後に判明した取組予定・実績については、その都度お知らせくださるよう併せ
てお願いいたします。
　
                                                         記
                                                       （略）

平成１９年　　月　　日

講座各領域主任教員
　研究施設の長
　各診療科の長　　　　　殿
　各診療施設の部長
　薬剤部長

松岡キャンパス総務室長   

          「平成１９年度年度計画（重点研究関係）の取組実施予定」
          について（照会）

 

                                （事務局資料） 

 資料 1-1-3(2) 重点研究領域に関する研究活動状況調査回答様式 

領域等名：　                                                  

年　月 取組（予定）（以下のａ～ｇの事項に該当するものを具体的に記述。）

【記載例1】
　　① 19年  9月

米国、○○大学において△△教授と「□□□」に関する共同研究を実
施（19.9.5～9.10）

【記載例2】
　　② 19年  10月

第２０回国際○○学会（東京）において、「□□□」について招待講演
（19.12.10）

【記載例3】
　　③ 20年  2月

「□□□」（著者△△、▲▲、…）を○○（雑誌名）に発表予定

【記載例4】
　　④ 20年  3月

○○助教が米国ＮＩＨ（△△教授研究室）において、「□□□」に関する
研究に従事（20.3.1～20.3.20）

年　　月

年　　月

年　　月

年　　月

年　　月

年　　月

年　　月

年度計画（重点研究領域関係）の取組（予定）調査票

【重点研究領域】
①　神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の制御機構を分子レベルで明らかにし，
高次生体システムの発達・構築とその維持に関わるメカニズムの解明に関する研究を行う。
②　生殖・内分泌医学に関する基礎的研究及びトランスレーショナルリサーチ（基礎的な研究成
果の臨床応用）に繋がる研究を行う。
③　人の生活の質（ＱＯＬ）と福祉の向上に関連する様々な領域を結集した医学研究を行う。
④　生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究とデータ収集・解析法の
開発研究を行い，悪性腫瘍，脳疾患，心疾患などにおける臨床的意義の確立を目指す。
⑤　健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄与できる看護学研究を行う。

　【取組予定分類】
ａ　国際学会での発表予定（学会名、発表内容、開催地）
ｂ　欧文Peer review誌への学術論文の発表予定（論文名、雑誌名、著者名）
ｃ　国際学会、国際会議及び国内学会の開催予定（学会・会議名称、開催地）
ｄ　研究のための留学予定（留学予定者、留学先、研究テーマ）
ｅ　国際共同研究の実施予定（相手方機関・研究者名、研究テーマ）
ｆ　研究推進のための研究会（学会）等の立ち上げ予定（研究会等名）
ｇ　その他当該重点研究領域の研究推進を目指した取組予定

重点研究領
域の番号（以
下の①～⑤
から選択）

１９年度の取組（予定）

 
（事務局資料） 
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  資料 1-1-4 学内競争的資金配分経費の申請基準及び評価の観点 

学内競争的経費の申請基準

○　いずれも全学の中期目標・中期計画に沿った研究であることが望ましい。

１「基礎的・萌芽的研究」
（１）対象者・募集内容等
　対象者は科研費継続採択者または19年度申請した者に限る。研究課題は、基礎的・萌芽的研究分野
で、将来ＣＯＥに結びつく可能性の大きいものとする。
（２）研究経費の配分額の目安
　１件当たり配分額は200万円を上限とする。
（３）研究課題の決定
　学長が決定する。また、学長は全学的視野から別途の研究課題を設定し、その実施を指示することが
ある。

２「学部間学内共同研究」
（１）対象者・募集内容等
　・対象者は、複数学部間連携による研究を実施する者で、今後進展が期待できるもの、ただし、研究代
表者は科研費継続採択者または19年度申請した者に限る。
　・研究課題は、将来プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくような可能性、発展性に富んだものであること。
　・他の研究種目との重複申請は可とする。（ただし、同一研究課題は不可）
（２）研究経費の配分額の目安
　１件当たり配分額は100万円を上限とする。
（３）研究課題の決定
　本委員会が行う。

３「競争的配分経費」
（１）対象者・募集内容等
　・対象者は、若手教員（助教授、講師、助手）とし、科研費継続採択者または19年度申請した者に限る。
　・研究課題は、将来プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくような可能性、発展性に富んだものであること。
（２）研究経費の配分額の目安
　１件当たり配分額は100万円を上限とする。
（３）研究課題の決定
　本委員会が行う。

４「プロジェクト研究」
（１）対象者・募集内容等
　・提案者は各学部長・センター長とする。
　・研究課題は、将来プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくような可能性、発展性に富んだものであること。
（２）研究経費の配分額の目安
　１件当たり配分額は４00万円を上限とする。
（３）研究課題の決定
　学長は提案を尊重して研究課題を決定する。また、学長は全学的視野から別途の研究課題を設定し、
その実施を指示する場合がある。

 

医学部内の「基礎的・萌芽的研究」 及び「競争的配分経費」の評価項目

1) 新規性・発展性等（将来、プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくか等）
2) 過去5年間の実績評価（論文・学会発表等）
3) 科研費・その他の研究助成への申請・採択状況
4) 中期計画（重点研究領域）に合致しているか
5) 達成の可能性
　以上の項目について勘案の後，総合点を付ける。

 

                                         （事務局資料） 
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  資料 1-1-5 博士課程の組織改革 

旧 新

「自立して活躍する創造性と優れた研究・開
発能力を有する研究者等の養成」 「医学研究者」

○　ＷＧ開催状況
　平成１７年度　　４回
　平成１８年度　　９回
　平成１９年度　　２回

医学・医療の進歩
（極端な専門細分化）
社会の国際化
国民の社会的ニーズの変化

　　新たな枠組による
　　指導的人材の養成

「卓越した研究能力と高度な専門的機能を
有する臨床研究者の養成」

〇　国際化環境

「臨床研究者」
「卓越した専門医」

〇　世界水準を満たしたコースワークの整備

〇　複数教員による組織横断型的指導

特色
　生命科学の最先端教育

基礎力
　「医科学基礎総論」
　「医科学特論」
　「先端応用医学概論」

特色
　「腫瘍医学」
　「器官再生医学」
　「病態情報解析医学」

形態系専攻

生理系専攻

生化系専攻

生態系専攻

医科学専攻

先端応用医学専攻

 
                                              （事務局資料） 

  

   資料 1-1-6 生命科学複合研究教育センターの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （「生命科学複合研究教育センターリーフレット」より）   
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（１）研究の実施状況 

① 論文，著書等の研究業績や学会での研究発表の状況 

 ア 法人化後の論文・原著（著書を含む）の発表数は，４年間の平均で 715 件／年で

ある。この間の教員数平均は 262.3 人／年であり，一人あたり 2.7 件／年（ファカ

ルティ英文論文生産係数：0.84）となる。また，重点領域を意識した研究の比率は

年度を追うごとに増加した【資料 1-1-7】。全国的な数字は，やや古いが医学科にお

いて公表されている平成７年の医科大学・医学部ランキング（ファカルティ論文生産

係数）を見ると，これはほぼ国立大学中の 20 位にあたる【資料 1-1-8:P10】。一方，

臨床研修必修化に伴ってか，大学医学部での研究活動の低下が問題とされており，臨

床医学論文数（英文）について，平成 15 年と平成 16～18 年を比較すると，地方国

立大学医学部（27 大学）では約 22％の減少と報告されている。しかしながら本学で

の臨床医学系の英文論文数は，平成 15 年 162 件，平成 16～18 年平均 153.7 件／年

であり，大きな減少は見られていない。なお，本学医学部・医学系研究科では，全国

医学部・医学系研究科のなかでほぼ最小の構成人数（本学教員数は 256 名，近隣の

大学である京都大学，金沢大学の医学系研究科・医学部附属病院の教員数は，それぞ

れ 476,352 名である。平成 19 年５月１日現在現員）のもと附属病院の医療も含め，

社会貢献・国際交流等の多様な仕事を少人数でこなし，平行して研究活動を行わねば

ならない状況にあることを付記する。 

 

  資料 1-1-6 学術論文の重点研究領域別・年度別の比率

16年度 17年度 18年度 19年度 計

重点領域④ 15.0 12.2 11.8 19.1 14.2

重点領域⑤ 5.9 5.4 8.1 6.2 6.4

重点領域⑥ 25.2 34.0 34.9 45.6 34.0

重点領域⑦ 8.6 7.5 12.0 11.3 9.6

重点領域⑧ 3.6 8.4 7.4 7.3 6.6

小計 58.3 67.5 74.2 89.5 70.8

その他 41.7 32.5 25.8 10.5 29.2

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（％）

【本学中期計画／医学部・医学研究科関連の重点研究領域】

⑦生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究とデータ収集・解析法の開発研究を行い，悪性腫瘍，脳
疾患，心疾患などにおける臨床的意義の確立を目指す。

⑧健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄与できる看護学研究を行う。

④神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の制御機構を分子レベルで明らかにし,高次生体システムの発達・構築
とその維持に関わるメカニズムの解明に関する研究を行う。

⑤生殖･内分泌医学に関する基礎的研究及びトランスレーショナルリサーチ(基礎的な研究成果の臨床応用）に繋がる研究を行
う。

⑥人の生活の質（QOL）と福祉の向上に関連する様々な領域を結集した医学研究を行う。

0% 50% 100%

16年度

17年度

18年度

19年度

重点領域④

重点領域⑤

重点領域⑥

重点領域⑦

重点領域⑧

その他

 

                                            （事務局資料） 
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   資料 1-1-8 メディカル朝日１９９５年１月号「医科大学・医学部ランキング」  

 

             （資料「メディカル朝日（1995 年１月号）・朝日新聞社抜粋」より） 

 

 イ 法人化後の論文・原著について，質の面から解析した。原著論文の掲載雑誌のＩＦ

値を元に検討すると，いわゆる一流誌・各専門分野での第一位の雑誌が多く含まれる

ＩＦ値５以上の論文数については，法人化後は法人化以前に比較して増加している

【資料 1-1-9】。このことは，本学が法人化以降，法人化以前に比較して質の高い研究

が継続的に実施されていることを示す。 

 

   資料 1-1-9 平成 13 年度～平成 18 年度ＩＦ別論文数比較 

年度 英文論文数
IF５以上
１０未満

IF１０以上 計 平均

13 363 27 6 33

14 332 29 8 37 39.0

15 304 38 9 47

16 309 32 9 41

17 284 39 4 43 41.7

18 257 36 5 41

平成１６年～平成１８年の３年間でほぼ変動はなく計１２５件、平均４１．７件である。これは、法人化以前の３年間
（平成１３年～１５年）の計１１７件、平均３９．０件と比較すると、１年あたり２．７件増加している。
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                                        （事務局資料） 

 

ウ 看護の分野においては，専門誌の数は少なく分野最高のものでもＩＦ値は低い。

故に，レフェリーを経ての論文掲載自体が評価につながる。看護学科からの論文等

の発表数は，法人化後は法人化以前に比較して増加している【資料 1-1-10:P11】。こ

のことは，看護学科の研究が法人化以前に比較して活発に行われたことを示す。 
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  資料 1-1-10 平成 13 年度～平成 18 年度看護学科論文数・著書数 

年度 論文 著書 計 平均

13 50 22 72

14 31 10 41 61.7

15 45 27 72

16 44 24 68

17 86 19 105 81.7

18 47 25 72

平成１６年～平成１８年の３年間で計２４５件、平均８１．７件である。これは、法人化以前の３年間（平成１３年～
１５年）の計１８５件、平均６１．７件に比較すると、１年あたり２０件増加している。
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                                               （事務局資料） 

 

エ 研究業績は，論文化される以前に進捗状況も含め学会発表されることが多い。その

ため学会発表状況は研究実施状況の指標となりうる。法人化後の学会発表数は，４年

間の平均で 1822.3 件である。 

研究成果のうち高い水準にあるものは，国際学会において発表されることが多い。

また，国際的な批評にさらされる意義も大きい。本学教員の国際学会での発表状況に

ついて，集計・検討すると，法人化後は法人化以前に比較して大きく増加している

【資料 1-1-11】。このことは，本学が法人化以降，法人化以前に比較して国際的水準

にある研究発表が飛躍的に増加したことを示す。 

 

   資料 1-1-11 平成 13 年度～平成 18 年度国際学会発表数 

年度 医学科 看護学科 高エネ等 計 平均

13 130 5 31 166

14 139 16 26 181 177.0

15 143 14 27 184

16 209 19 37 265

17 197 18 22 237 251.0

18 199 23 29 251

平成１６年～平成１８年の３年間でほぼ変動はなく計７５３件、平均２５１件であった。これは、法人化以前の３年間
（平成１３年～１５年）の計５３１件、平均１７７件に比較すると、１年あたり７４件増加している。
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                                             （事務局資料） 
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② 特許権については，法人化後平成 18 年度までに 19 件の登録・出願を行っている。こ

のほか，平成 17 年度には研究成果により，ベンチャー企業２件を立ち上げている 

【資料 1-1-12, 資料 1-1-13】。 

 

   資料 1-1-12 特許の一覧 

【登録】

発明等の名称 登録年月日 登録番号

1 分子模型作製方法，及び分子模型 2006/01/13 3757283

2 インターフェロンアルファを誘導する免疫刺激オリゴヌクレオチド 2007/06/29 3976742

【出願】

発明等の名称 出願年月日 出願番号

1 （非公開） 2004/12/28 2004-381800

2 （非公開） 2005/03/29 2005-095832

3 （非公開） 2005/07/28 2005-219695

4 （非公開） 2005/09/15 2005-269153

5 （非公開） 2005/09/02 2005-254512

6 （非公開） 2005/09/01 2005-253370

7 （非公開） 2006/03/20 2006-077639

8 （非公開） 2007/01/17 2007-007561

9 （非公開） 2007/02/20 2007-040035

10 （非公開） 2006/12/08 2006-331847

11 （非公開） 2007/02/26 2007-046292

12 （非公開） 2007/05/24 2007-138249

13 （非公開） 2007/06/21 2007-164249

14 （非公開） 2005/11/18 2006-545217

15 （非公開） 2007/09/01 2007-227218

16 （非公開） 2008/03/11 2008-060431

17 （非公開） 2008/03/04 2008-053768

 

                                         （事務局資料）   

 

   資料 1-1-13 ベンチャー企業設立一覧 

企業名 業務内容 設立年月日 医学部教員担当内容

有限会社
福井ウルテック

・玩具及び分子模型等教育用教材の
製造販売
・インテリア小物の製造販売

2005/12/12 取締役

有限会社
ファイバーアイ

・医工融合技術商品の開発、販売
・光ファイバーセンサー及び耐放射
線デバイスの開発、販売
・デジタル画像処理システム開発
・プログラム制作　ほか

2006/3/24 監査役

 
                                        （事務局資料）  
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③ 学会賞等については，法人化後毎年度 10 件程度計 40 件の学会賞等を受賞している 

【資料 1-1-14】。 

 

   資料 1-1-14 学会賞等受賞者一覧 

職名 受賞学術賞名 受賞年月

助教 日本臨床薬理学会学術奨励賞 2004

助教 2004 Poster Scientific Presentation Award 2004

助教
the 86th American Association of Oral and Maxillofacial
Surgeons Annual Meeting and Scientific Sessions

2004

助教 財団法人　痛風研究会　平成16年度研究奨励賞(学会誌優秀論文賞) 2004

講師 日本磁気共鳴医学会ISMRM-2004飛躍賞 2004.04

准教授 第102回中部日本整形災害外科学会奨励賞 2004.09

教授ほか４名 Nobuo Maeda International Research Honorable Mention 2004.11

教授 平成１５年度日本病理学会学術研究賞 2004.11

助教授 日本生化学会北陸支部会支部奨励賞（米山賞）受賞 2005

助教 日本内分泌学会若手奨励賞 2005

教授 OUA第５回日泌尿器科研究奨励賞 2005

助教 日本産科婦人科学会優秀演題賞 2005.04

教授 日本医学放射線学会学術集会Cypos 賞 2005.04

准教授 第78回日本整形外科学会奨励賞 2005.05

講師 平成17年日本白内障学会学術奨励賞 2005.06

講師 太田敬三賞（森永奉仕会） 2005.06

助教ほか４名 第105回中部日本整形外科災害外科学会学会奨励賞受賞 2005.10

助教 第１３回日本泌尿器科学会賞（基礎研究部門） 2005.10

教授 平成17年度　（財）痛風研究会鳥居痛風学術賞 2005.12

准教授 Best Poster of Orthopedic Research Society 2006 2006.03

教授ほか４名 ISMRM　poster award in neuroimage section 2006.05

准教授 日本組織細胞化学会2006年度若手研究者学術奨励賞 2006.08

准教授 日本教育医学会学会奨励賞 2006.08

講師 日本認知症ケア学会　平成18年石崎賞 2006.10

准教授
Best Poster Award, The 9th Congress of World Federation of Nuclear Medicine &
Biology

2006.10

助教ほか４名 平成18年日本リウマチ・関節外科学会優秀論文賞 2006.11

助教ほか４名 Opus Design Award Secretariat（オーパスデザイン賞2006） 2006.12

准教授 風戸奨励賞（風戸研究奨励会） 2007.02

准教授 Best Poster of Orthopedic Research Society 2007 2007.02

准教授 第３回小柴昌俊科学教育賞奨励賞（銀メダル） 2007.03

助教ほか１名 2007 SIR Annual Meeting a Distinguished Poster Award 2007.03

准教授 第108回中部日本整形外科災害外科学会賞 2007.04

助教ほか５名 第108回中部日本整形外科災害外科学会 学会奨励賞 2007.04

講師 皮膚科の臨床優秀論文賞 2007.05

講師 太田敬三賞（森永奉仕会） 2007.06

助教 日本白内障学会学術奨励賞 2007.06

准教授 第１回日本母性看護学科学術論文賞 2007.06

助教ほか５名 第109回中部日本整形外科災害外科学会 会長奨励賞 2007.10

准教授 第４回日本核医学会研究奨励賞最優秀賞 2007.11

助教 日本薬理学会学術奨励賞 2008.03

 
                                  （事務局資料） 

 



福井大学医学部・医学系研究科 分析項目Ⅰ 

 2-14

（２）研究資金の獲得状況 

① 科学研究費補助金 

ア 新規申請・採択状況について，いずれも高い水準を維持している。また，採択件

数・採択金額についても，法人化前の水準をいずれも上回っている。【資料 1-2-1,資

料 1-2-2】。科学研究費補助金の新規採択件数は，特に平成 17 年度に多くの実績があ

がった。科学研究費補助金による研究期間は通例３～４年であり，このことは法人

化以降多数の研究費獲得がなされ，さらには，採択に値する水準の高い研究提案が

多くなされ，研究が実施されていることを意味する。 

   ちなみに，平成 17 年度福井大学の新規採択件数は全国全ての機関のなかで 28 位

であった【資料 1-2-3:P15】。リストにあがったほとんどの機関が，６学部以上を有す

る大規模大学であったが，本学は３学部のみからなる大学であること，さらに，福井

大学のなかで医学部からの採択件数は，その 67.5％を占めていることを考慮すると，

医学部からは，きわめて多くの研究が科学研究費補助金に採択されているといえる。 

 

  資料 1-2-1 平成 12 年度～平成 19 年度科学研究費補助金の新規申請・採択状況 

年度 申請件数 採択件数

12 214 37

13 236 50

14 244 50

15 206 39

計 900 176

平均 225.0 44.0

16 208 39

17 312 81

18 273 35

19 269 46

計 1,062 201

平均 265.5 50.3

＊基盤研究Ｓについては、申請実績（採択０）があったが省略、若手スタートアップも１８年度からのため省略
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                                       （事務局資料） 

 

  資料 1-2-2 科学研究費補助金の教員一人あたりの新規の申請件数， 採択件数・採択金額 

 

（単位：千円）

年度 教員数 申請件数 採択件数 採択金額
教員１人当た
り申請件数

教員１人当た
り採択件数

教員１人当た
り採択金額

12 265 214 37 83,000 0.81 0.14 313.2

13 280 236 50 146,000 0.84 0.18 521.4

14 276 244 50 179,580 0.88 0.18 650.7

15 269 206 39 147,190 0.77 0.14 547.2

小計 1090 900 176 555,770

年平均Ａ 272.5 225.0 44.0 138,943 0.83 0.16 509.9

16 264 208 39 145,260 0.79 0.15 550.2

17 266 312 81 253,780 1.17 0.30 954.1

18 256 273 35 113,600 1.07 0.14 443.8

19 256 269 46 144,520 1.05 0.18 564.5

小計 1042 1062 201 657,160

年平均Ｂ 260.5 265.5 50.3 164,290 1.02 0.19 630.7

Ｂ－Ａ -12.0 40.5 6.3 25,348 0.19 0.03 120.8

＊基盤研究Ｓについては、申請実績（採択０）があったが省略、若手スタートアップも１８年度からのため省略。

 

法人化後、教員一人あたりの申請件数（平均）は、１．０を超えている。また、教員一人あたりの採択件数、採
択金額についても同様に法人化前の水準を上回っている。

 

                                   （事務局資料） 
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   資料 1-2-3 平成 17 年度科学研究費補助金 採択率・採択件数上位機関一覧  

   
                                       （「文部科学省公表資料抜粋」より） 

（注 1）山口大学 ７学部・９研究科，群馬大学 ４学部・４研究科 

鹿児島大学 ８学部・９研究科，信州大学 ８学部・８研究科 

本学 ３学部・３研究科 

（注 2）本学の採択件数１２０件のうち８１件（６７．５％）は医学部・医学系研究科から 

の採択件数である。 

 

 

 

                                    （事務局資料） 
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イ 継続を含む交付決定状況についても，高い水準を維持している。交付件数及び交付決

定額のいずれについても法人化前の水準を上回っている【資料 1-2-4,資料 1-2-5】。また，

朝日新聞社の大学ランキングによると「基盤研究Ｂ」の交付金額は，医歯薬系学部で

17 年度＝26 位，18 年度＝21 位にランキングされている【資料 1-2-6:P17】。なお，獲

得した科学研究費補助金については，本学中期計画に重点的に取り組むとして掲げた研

究領域の占める割合が増加している【資料 1-2-7:P17】。 

 

   資料 1-2-4 平成１２年度～平成１９年度科学研究費補助金の交付決定状況（継続・新規） 

年度 継続件数 新規件数 計

12 45 37 82
13 38 50 88
14 45 50 95
15 58 39 97

計 186 176 362
平均 46.5 44 90.5

16 50 39 89

17 45 81 126
18 85 36 121
19 60 47 107

計 240 203 443
平均 60 50.75 110.75

＊若手スタートアップ（１８年度及び１９年度各１件）を含む
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                                             （事務局資料） 

 

   資料 1-2-5 科学研究費補助金の教員一人あたりの採択件数・金額（継続・新規） 

 

（単位：千円）

年度 教員数 件数 交付金額
教員１人
あたり件
数

教員１人あ
たり金額

12 265 82 136,600 0.31 515.5

13 280 88 195,120 0.31 696.9

14 276 95 256,520 0.34 929.4

15 269 97 269,730 0.36 1,002.7

小計 1090 362 857,970

年平均Ａ 272.5 90.50 214,493 0.33 787.1

16 264 89 250,190 0.34 947.7

17 266 126 352,880 0.47 1,326.6

18 256 121 259,920 0.47 1,015.3

19 256 107 263,410 0.42 1,028.9

小計 1042 443 1,126,400

年平均Ｂ 260.5 110.75 281,600 0.43 1,081.0

Ｂ－Ａ -12.0 20.25 67,108 0.09 293.9

＊教員数については、各年度５月１日現在

＊若手スタートアップ（１８年度及び１９年度各１件）を含む

教員一人あたりの交付件数及び交付決定額についても、
いずれも法人化前の水準を上回っている。

 

                        （事務局資料） 
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   資料 1-2-6 大学ランキング（朝日新聞社）2007 年版，2008 年版       

 
   ２００７年版は平成１７年度，２００８年版は平成１８年度の文科省公表データである。 

              （資料「2007 年版・2008 年版大学ランキング（朝日新聞社）抜粋」より） 

 

   資料 1-2-7 重点研究領域別の科学研究費補助金採択件数・金額 

 

継続・新規採択件数

重点領域④ 33 37.1% 36 28.6% 39 32.5% 27 25.5% 135 30.6%

重点領域⑤ 7 7.9% 9 7.1% 9 7.5% 8 7.5% 33 7.5%

重点領域⑥ 14 15.7% 32 25.4% 33 27.5% 26 24.5% 105 23.8%

重点領域⑦ 13 14.6% 12 9.5% 13 10.8% 17 16.0% 55 12.5%

重点領域⑧ 8 9.0% 11 8.7% 12 10.0% 13 12.3% 44 10.0%

小計 75 84.3% 100 79.4% 106 88.3% 91 85.8% 372 84.4%

その他 14 15.7% 26 20.6% 14 11.7% 15 14.2% 69 15.6%

計 89 100.0% 126 100.0% 120 100.0% 106 100.0% 441 100.0%

継続・新規採択金額

重点領域④ 90,900 36.3% 105,160 29.8% 90,200 34.9% 74,480 28.4% 360,740 32.1%

重点領域⑤ 9,200 3.7% 17,600 5.0% 17,800 6.9% 19,760 7.5% 64,360 5.7%

重点領域⑥ 42,700 17.1% 74,400 21.1% 70,300 27.2% 59,410 22.7% 246,810 22.0%

重点領域⑦ 43,510 17.4% 67,800 19.2% 40,800 15.8% 63,040 24.0% 215,150 19.1%

重点領域⑧ 15,100 6.0% 16,500 4.7% 17,500 6.8% 13,280 5.1% 62,380 5.6%

小計 201,410 80.5% 281,460 79.8% 236,600 91.5% 229,970 87.7% 949,440 84.5%

その他 48,780 19.5% 71,420 20.2% 22,020 8.5% 32,250 12.3% 174,470 15.5%

計 250,190 100.0% 352,880 100.0% 258,620 100.0% 262,220 100.0% 1,123,910 100.0%

計

計16年度 17年度 18年度 19年度
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                                               （事務局資料） 
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② 厚生労働省の科学研究費補助金・がん研究助成金 

  法人化後の受入金額は，毎年１千万円程度増加している【資料 1-2-8】。 

 

   資料 1-2-8 平成 12 年度～平成 19 年度厚生労働省科研費等受入状況 

（単位：円）

年度 件数 受入金額

12 8 13,750,000
13 10 13,550,000
14 15 24,595,000
15 18 21,562,500
計 51 73,457,500

平均 13 18,364,375
16 18 22,300,000
17 14 43,350,000
18 20 54,650,000
19 21 63,019,265

計 73 183,319,265
平均 18 45,829,8160
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                                            （事務局資料） 

 

③ その他の競争的外部資金 

  高エネルギー医学研究センター教員も所属する医学系研究科においては，21 世紀 

ＣＯＥプログラム・医学系に採択されている。また，高エネルギー医学研究センターで

は，文部科学省のリーディングプロジェクトを実施している【資料 1-2-9】。 

 

   資料 1-2-9 高エネルギー医学研究センター関連の競争的資金 

２１世紀ＣＯＥ リーディング

生体画像医学の
統合研究プログ
ラム

光技術を融合した
生体機能計測技術
の研究開発

15 10,700,000 74,965,000 85,665,000
16 71,500,000 60,064,000 131,564,000
17 99,400,000 72,915,000 172,315,000
18 102,540,000 86,500,000 189,040,000
19 100,100,000 86,500,000 186,600,000

合計 384,240,000 380,944,000 765,184,000

16～19計 373,540,000 305,979,000 679,519,000

年度 計

 
                                  （事務局資料） 

 

④ 財団等の研究助成金 

  朝日新聞社の大学ランキングによると「財団の研究助成」の交付金額は，医歯系学部

で平成 16 年度＝22 位，平成 17 年度＝17 位にランキングされている【資料 1-2-10:P19,

資料 1-2-11:P19】。 
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   資料 1-2-10 平成 14 年度～平成 19 年度財団等の研究助成金申請・採択状況 

（単位：千円）

年度 申請件数 採択件数 助成金額 大学ランキング順位

14 30 3 16,500 （医歯系）

15 96 24 26,350 29位(2006年版)

小計 126 27 42,850

年平均Ａ 63 14 21,425

16 85 15 20,200 22位(2007年版)

17 80 11 8,400 17位(2008年版)

18 76 9 9,400

19 95 14 17,000

小計 336 49 55,000

年平均Ｂ 84 12 13,750

Ｂ－Ａ 21 -1.25 -7,675

平成１８年度についても、平成１７年度の水準を維持しており、平成１９年
度については、平成１７年度の２倍強の受入金額となっている。
採択された件数は平成１６年度～平成１９年度で平均１２件となっている。

 

                       （事務局資料） 

 

   資料 1-2-11 大学ランキング（朝日新聞社）2006 年版，2007 年版，2008 年版 

   

２００６年版は平成１５年度，２００７年版は平成１６年度，２００８年版は平成１７年度のデータである。 

データ調査対象は，（財）助成財団センターのデータベースに基づく９３財団であり，全財団の５分の１ 

程度である。このため，本学調査の数値とは一致しない。 

        （資料「2006 年版・2007 年版・2008 年版大学ランキング（朝日新聞社）抜粋」より） 
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⑤ 共同研究，受託研究，奨学寄附金 

  法人化以前に比較（年平均）して，それぞれ件数及び受入金額ともに増加している

【資料 1-2-12,資料 1-2-13,資料 1-2-14】。 

 

   資料 1-2-12 平成 12 年度～平成 19 年度共同研究受入状況 

（単位：円）

年度 件数 受入金額

12 8 21,520,000

13 7 24,860,000

14 12 31,015,000

15 15 29,104,000

計 42 106,499,000

平均 11 26,624,750

16 25 44,055,000

17 37 48,697,000

18 31 30,095,000

19 31 34,380,725

計 124 157,227,725

平均 31 39,306,931

本学の共同研究件数は、全国約１，０００大学中で平成１６年度：２３位、平成１７年度：２２位、平成１８年度
は３０位にランクされている。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

12・13 14・15 16・17 18・19

0

10

20

30

40

50

60

70

受入金額

件数

年度

件数千円

 
                                       （事務局資料） 

 

   資料 1-2-13 平成 12 年度～平成 19 年度受託研究受入状況 

（単位：円）

年度 件数 受入金額

12 12 70,195,000
13 14 81,975,000
14 15 22,965,000
15 16 109,128,000

計 57 284,263,000
平均 14 71,065,750

16 21 138,945,000

17 24 108,188,500

18 27 126,106,500
19 28 118,998,825

計 100 492,238,825
平均 25 123,059,706

＊文部科学省のリーディングプロジェクト（光技術を融合した生体機能計測技術の研究開発）を含む。
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                                        （事務局資料） 

 

   資料 1-2-13 平成 12 年度～平成 19 年度奨学寄附金受入状況 

（単位：円）
年度 件数 受入金額
12 507 299,173,000
13 561 304,798,619
14 512 325,339,253
15 493 327,394,036

計 2,073 1,256,704,908
平均 518 314,176,227

16 497 328,609,983
17 504 317,502,459
18 459 294,548,556
19 857 341,840,959

計 2,317 1,282,501,957
平均 579 320,625,489
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                                        （事務局資料） 
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（２）分析項目の水準及びその判断理由 

 

（水準） 

期待される水準を大きく上回る 

（判断理由） 

① 法人化後，十分な数の原著論文が発表され，質の向上が見られた。ＩＦ値５以上

の論文数及び国際学会発表件数について法人化後と法人化前の平均値を比較すると

ＩＦ値５以上の論文数で 2.7 件，国際学会発表件数で 74 件の増加となっている１）。

本学部・研究科における研究水準が法人化前に比して高くなっている。 
１）資料 1-1-9:平成 13 年度～平成 18 年度ＩＦ別論文数比較:P10 

資料 1-1-11:平成 13～18 年国際学会発表数:P11 

② 外部資金の獲得状況は，法人化後４年間と法人化前４年間とを比較すると法人化

後が 38.7％増となっている２）。このうち，科学研究費補助金については，法人化

前に比較すると年平均で件数で 22.4％増（20.3 件），交付金額で 31.3％増

（67,108 千円）となっているか３）。また，例えば基盤研究(B)の採択数においては，

国公私立大学医歯薬系学部の上位 30 位以内となっている４）。さらに財団等の助成

金についても国公私立大学医歯系学部の 20 位以内である５）。これらは，申請にむ

けた積極的な取り組みがなされると同時に，採択に値する水準の研究が増加したこ

とを意味する６）。以上の事実および本学の構成員数を勘案すると，研究に関する外

部資金獲得状況は，十分水準を上回っているといえる。 
２）資料 1-3-1:医学部・医学系研究科における外部資金の受入状況 
３）資料 1-2-5：平成 12 年度～平成 19 年度科学研究費・・・金額（継続・新規）:P16 
４）資料 1-2-6：大学ランキング（朝日新聞社）:P17 
５）資料 1-2-11：大学ランキング（朝日新聞社）:P19 
６）資料 1-3-2：科学研究費補助金申請に関する説明会実施状況:P22 

 

   資料 1-3-1 医学部・医学系研究科における外部資金の受入状況 

年度 科学研究費補助金 共同研究 受託研究 奨学寄附金 厚生労働科研 財団等研究助成 ２１世紀ＣＯＥ 計

12 136,600,000 21,520,000 70,195,000 299,173,000 13,750,000 - - 541,238,000

13 195,120,000 24,860,000 81,975,000 304,798,619 13,550,000 - - 620,303,619

14 256,520,000 31,015,000 22,965,000 325,339,253 24,595,000 16,500,000 - 676,934,253

15 269,730,000 29,104,000 109,128,000 327,394,036 21,562,500 26,350,000 10,700,000 793,968,536

計 857,970,000 106,499,000 284,263,000 1,256,704,908 73,457,500 42,850,000 10,700,000 2,632,444,408

16 250,190,000 44,055,000 138,945,000 328,609,983 22,300,000 20,200,000 71,500,000 875,799,983

17 352,880,000 48,697,000 108,188,500 317,502,459 43,350,000 8,400,000 99,400,000 978,417,959

18 259,920,000 30,095,000 126,106,500 294,548,556 54,650,000 9,400,000 102,540,000 877,260,056

19 263,410,000 34,380,725 118,622,825 323,125,686 64,139,265 17,000,000 100,100,000 920,778,501

計 1,126,400,000 157,227,725 491,862,825 1,263,786,684 184,439,265 55,000,000 373,540,000 3,652,256,499

38.7％増
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                                                （事務局資料） 
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   資料 1-3-2 科学研究費補助金申請に関する説明会実施状況 

説明会の名称 実施日時 実施場所 説明者等 参加者数 実施内容

1
科学研究費補助金
事務担当者説明会

平成16年10月4日
(10:00～11:00)

松岡キャンパス
研究棟会議室

国際研究協力課
研究協力第ニ係長・主
任

参加者数  ４２名
　研究者    ５名
　事務職員３７名

１．公募要領、研究計画調書の主な変更点と注意点
２．計画調書の記入上の注意及び点検項目
３．記入例・記入要領の説明
４．補助金交付時の補助条件
５．科学研究費補助金の不正使用の防止について

2
科学研究費補助金
教員対象説明会

平成16年10月8日
(17:00～18:40)

松岡キャンパス
臨床大講義室

医学研究推進室
  佐藤  真 室長
医学部
  横田 義史 教授
  安田 年博 教授
研究協力第ニ係長

参加者数  ６３名
　研究者　 ６１名
　事務職員  ２名

１．科学研究費補助金制度全般について
２．申請種目の選択の考え方
３．１７年度の主な変更点
４．計画調書作成上のポイント及び留意点
５．補助金交付時の補助条件
６．科学研究費補助金の不正使用の防止について

3
科学研究費補助金
事務担当者説明会

平成17年10月3日
（10:00～11:00）

松岡キャンパス
研究棟会議室

松岡キャンパス総務
室
  研究協力係長・主任

参加者数  ４１名
  研究者    ３名
  事務職員３８名

１．公募要領，研究計画調書の主な変更点と注意点
２．電子申請について
３．研究計画調書の記入上の注意及び点検項目
４．記入例・記入要領の説明
５．科学研究費補助金の不正使用の防止について

4
科学研究費補助金
看護学科教員対象
説明会

平成17年10月4日
（17:00～18:00）

松岡キャンパス
看護学科棟
大講義室

研究推進室長
  佐藤 真 室長
松岡キャンパス総務
室
  研究協力係長

参加者数  ３１名
　研究者　　２９名
　事務職員　２名

１．科学研究費補助金制度全般について
２．18年度の主な変更点，電子申請について
３．申請種目の選択の考え方
４．計画調書作成上の留意点・ポイント
５．科学研究費補助金の不正使用の防止について

5
科学研究費補助金
教員対象説明会

平成17年10月5日
（16:30～18:00）

松岡キャンパス
臨床大講義室

研究推進室
  佐藤 真 室長
医学部
  馬場 久敏 教授
  安田 年博 教授
松岡キャンパス総務
室
  研究協力係長

参加者数  ６１名
  研究者  ５４名
  事務職員  ７名

１．科学研究費補助金制度全般について
２．18年度の主な変更点，電子申請について
３．申請種目の選択の考え方
４．計画調書作成上の留意点・ポイント
５．科学研究費補助金の不正使用の防止について

6
科学研究費補助金
事務担当者説明会

平成18年10月3日
（10:00～11:00）

松岡キャンパス
研究棟会議室

松岡キャンパス総務
室
研究協力係長・主任
経理課
契約第一係長

参加者数　　４２
名
　研究者　　 １名
　事務職員 ４１名

１．科学研究費補助金の適正な執行管理の徹底について
２．科学研究費補助金の不正使用等の防止について
３．公募要領，研究計画調書の主な変更点と注意事項
４．電子申請について
５．研究計画調書の記入上の注意及び点検事項

7
科学研究費補助金
教員対象説明会

平成18年10月4日
（17:30～19:00）

松岡キャンパス
看護学科棟
大講義室

医学研究推進室
　佐藤 真 室長
医学部
　眞弓 光文 教授
　内木 宏延 教授
松岡キャンパス総務
室
　研究協力係長

参加者数　　５０
名
　研究者　 ４８名
　事務職員 　２名

１．科学研究費補助金制度全般について
２．平成19年度の主な変更点及び電子申請について
３．申請種目選択のポイント
４．研究計画調書作成上の留意点
５．科学研究費補助金の適正な執行管理の徹底について
６．科学研究費補助金の不正使用等の防止について

8
科学研究費補助金
事務担当者説明会

平成19年10月3日
（10:00～11:00）

松岡キャンパス
研究棟会議室

松岡キャンパス総務
室
研究協力係長・主任

参加者数　　３８
名
　研究者　　 １名
　事務職員 ３７名

１．科学研究費補助金の不正使用等の防止及び繰越について
２．公募要領，研究計画調書の主な変更点と注意事項
３．電子申請について
４．研究計画調書の記入上の注意及び点検事項
５．記入例・記入要領の説明

9

若手研究員等を対
象とする科学研究費
補助金教員対象説
明会

平成19年10月5日
（17:00～18:00）

松岡キャンパス
臨床大講義室

医学研究推進室
　佐藤 真 室長
高エネ研
　清野 泰 准教授
松岡キャンパス総務
室
　研究協力係長

参加者数　　４７
名
　研究者　　４４名
　事務職員 　３名

１．科学研究費補助金制度全般について
２．平成20年度の主な変更点及び電子申請について
３．申請種目選択の考え方
４．研究計画調書作成上の留意点
５．科学研究費補助金の不正使用等の防止及び繰越について

 
                                            （事務局資料） 

 

③ 医学系研究科は，平成 15 年度に 21 世紀ＣＯＥプログラム（医学系）に採択され，

平成 15～19 年度において，画像医学について世界的研究拠点として先端的研究を実

施している。また，医学系研究科の担当教員である高エネルギー医学研究センター教

員については，文部科学省のリーディングプロジェクトに平成 15 年度に採択され，

ＣＯＥ同様平成 15～19 年度において，生体機能計測技術研究を実施してきている。

この２つの大型研究により，平成 16 年度～平成 19 年度に合わせて 679,519 千円の

研究費を獲得した７）。なお，21 世紀ＣＯＥプログラム（医学系）の採択は特筆すべ

き成果と考えている。 

    ７）資料 1-2-9：高エネルギー医学研究センター関連の競争的資金:P18 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

（１）観点ごとの分析 

 観点 研究成果の状況 

（観点に係る状況） 

 成果の数的側面は分析項目Ⅰに示した。研究成果の質的側面を，特に医学部が関係する

本学中期目標重点領域ごとに述べる。 

「④ 神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の制御機構などを分子レベルで

明らかにし，高次生体システムの発達・構築とその維持に関わるメカニズムの解明に関す

る研究を行う。」に係る状況 

 特筆すべき成果が得られた。脳内情報伝達システム成熟，脳形成，消化管分化，アレル

ギー獲得，チャネル調節機構に関する研究を行った。これらを Cell などのトップジャー

ナル等に英文原著論文として発表した。顕著なものを SS として示した。中でも，チャネ

ル調節機構に関する論文は Cell 誌において月間ダウンロード数１位，歴代 14 位になり，

国際的に高く注目された【研究業績リスト番号:1011】。その他，細胞分化における Id 蛋白

の新たな機能，生体システムの維持に関わる新たな受容体機能調整機構の解明，食物アレ

ルギー，花粉アレルギーに関する新たな知見などが得られた 【 研 究 業 績 リ ス ト 番

号:1022,1020,1053,1056,1095,1096】。又，脳形成に関わる論文は掲載誌(J.Neurosci.)に

ハイライト論文として取りあげられた【研究業績リスト番号:1015】。これらの業績のもと本

学は免疫学の分野では 2001～2005 年のＩＳＩの引用度指数において大阪大・京都大につ

ぎ全国大学・研究機関３位，神経科学の分野では 2002～2006 年のＩＳＩの引用度指数に

おいて全国大学・研究機関９位であった【資料 2-1-1】。同時にこの分野において共同研

究も盛んに実施された【資料 2-1-2:P24】。 

 

   資料 2-1-1 大学ランキング（朝日新聞社）2008 年版，2009 年版 

 

  
IS I (米国トムソンサイエンティフィック社)のデータベースにより２００８年版：２００１年（平成１３年）～２００５年 

（平成１７年）の５年間，２００９年版：２００２年（平成１４年）～２００６年（平成１８年）の５年間の論文３７万件 

について，引用回数を調査した結果である。 

 

                    （資料「2008 年版・2009 年版大学ランキング（朝日新聞社）抜粋」より） 

 

免疫学 

神経科学
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   資料 2-1-2 特筆される共同研究・発表雑誌一覧 

発表年 掲載雑誌

Arch Gen psychiat

Proc Natl Acad Sci USA

Nature Medicine

Blood

Proc Natl Acad Sci USA

Proc Natl Acad Sci USA（2件）

Blood

J Clin Invest

Nat Struct Mol Biol

Science

Cell

Dev. Cell

２００７年（平成１９年）

２００４年（平成１６年）

２００５年（平成１７年）

２００６年（平成１８年）

 
                         （事務局資料） 

 

「⑤ 生殖・内分泌医学に関する基礎的研究及びトランスレーショナルリサーチ（基礎的

な研究成果の臨床応用）に繋がる研究を行う。」に係る状況 

 幹細胞を用いた生殖腺細胞への分化誘導技術の開発，莢膜細胞や女性生殖腺の成熟分化，

胎児消化管機能成熟に関する羊水の役割の解明，さらには糖尿病学などで優れた成果が得

られた【研究業績リスト番号:1050,1092,1093,1058,1049】。構成員の一人はこれら分野を包

括するＣＲＥＳＴにおいて，研究代表者に選出されており内分泌攪乱物質ダイオキシンな

どにより発現変化をうける遺伝子データベースを完成・公開するとともに【研究業績リスト

番号:1005】，将来の再生治療への途を拓く幹細胞の生殖内分泌細胞への分化の研究を進め

「幹細胞からのステロイドホルモン産生細胞の作製」に関する特許を登録した【研究業績リ

スト番号:1050】。 

 

「⑥ 人の生活の質（ＱＯＬ）と福祉の向上に関連する様々な領域を結集した医学研究を

行う。」に係る状況 

 整形外科関連疾患に対する多様なアプローチ【研究業績リスト番号:1078,1079,1080,1081, 

1082,1084,1085】，アミロイドーシス等に関する特徴的な研究【研究業績リスト番号:1012, 

1021,1024,1029】，脳梗塞時の蓄尿障害発現機構に関する研究【研究業績リスト番号:1089】，

白内障発症機序に関する研究や新たな手術術式の提案など顕著な成果が得られた【研究業

績リスト番号:1098,1099,1077】。又，接触アレルギーの原因を特定し，政策を変えた研究

も発表された【研究業績リスト番号:1060】。さらに，心筋梗塞時の血液マーカーに関する研

究は，発作後最も早く変化するマーカーとして高く評価され【研究業績リスト番号:1039, 

1040】，検査用キットとして販売準備が進められている。 

 

「⑦ 生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究とデータ収集・解

析法の開発研究を行い，悪性腫瘍，脳疾患，心疾患などにおける臨床的意義の確立を目指

す。」に係る状況 

 21 世紀ＣＯＥ，リーディングプロジェクト等の大型研究費を基盤として，低酸素組織

集積[Cu-62]ＡＴＳＭ等を開発し，低酸素組織集積[Cu-62]ＡＴＳＭの研究は，放射線医

学総合研究所他３大学との多施設共同研究を経て臨床応用を開始した。また，乳癌・骨盤
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内腫瘍を標的とするエストロゲンリガンドを国内で初めて臨床応用した。ＰＥＴ，ＭＲＩ

を用いた新規データ収集・画像解析法を確立した【研究業績リスト番号:1067,1062,1073, 

1065,1066,1083,1094,1061】。 

 

「⑧ 健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄与できる看護学研究を行

う。」に係る状況 

患者・家族のＱＯＬに関しては，ドナー家族の心理に関する研究，産婦の痛みに関する

研究などで優れた成果が得られた【研究業績リスト番号: 1103,1104】。健康維持の観点では，

母性意識に関する実証的研究，認知症の生命余後に関する研究が地域社会に生活する人の

社会問題の解決に貢献できる基礎的研究として特筆すべき成果が得られた【研究業績リスト

番号: 1102,1106】。さらに，看護診断能力とその正確性に関する研究，救急看護師の臨床

判断能力に関する研究は，ＱＯＬ支援における看護師の能力開発の基盤形成に資する研究

として高い評価を得た【研究業績リスト番号:1100,1101】。また，災害看護やＤＶに関して

は、研究成果を講演会等で保健福祉関係職員及び住民に広く解説するなど社会への貢献も

大きい【研究業績リスト番号:1105,1107】。 

 

 

 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 

期待される水準を大きく上回る 

 

（判断理由） 

 ＩＳＩの引用度指数において，免疫学の分野で全国３位，神経科学の分野で全国９

位にランクされたこと，21 世紀ＣＯＥやリーディングプロジェクトに採択され国を代

表する立場での研究が遂行されたこと。個々の研究においても，例えば Cell 誌におい

て月間ダウンロード数１位，歴代 14 位になる研究やハイライト論文として取りあげら

れる研究が発表されるなど，国際的に大変高く評価される成果が発表されたこと。共

同研究においても，注目度の高い研究が多く発表されたこと。さらに，研究成果によ

り政策の変更にいたった研究や新たな診断法の開発等，社会的にも大きな影響を与え

た成果が得られたこと。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「競争的研究資金の積極的獲得と研究実施」（分析項目Ⅰ） 

 医学部・医学系研究科にて科学研究費獲得増に向けた申請・公表体制を構築した。毎年

科学研究費補助金の申請のための事務的説明会に加え，申請者に向けた具体的執筆ノウハ

ウも含めた説明会を別途開催し，科学研究費補助金に採択される水準の研究遂行の必要性

を説き，教員が必ず１件の申請することを呼びかけた１）。申請件数の増については，全

学において年度計画に具体的数値目標を掲げ，実行した。また，本学部においては，申請

状況について申請しなかった教員氏名を含め教授会で公開している。さらに，全学の競争

的資金申請の基礎的要件として，前年度科学研究費への申請を条件として課している２）。 

 このことにより，申請件数について法人化後は法人化前に比して，40.5 件（18％）増

加した。平成 17 年度には，教員一人あたりの申請件数が１件を超え，平成 18 年度，平

成 19 年度も１件超を維持している３）。また，採択件数も，新規件数が平成 17 年度には

特筆すべき水準であったこと，「基盤研究Ｂ」の交付金額は，医歯薬系学部で 17 年度＝

26 位，18 年度＝21 位にランキングされていることはすでに述べた４）。これは単に申請

数の増加のみならず，採択に値する提案が増加したことを意味する。なお，教員一人あた

りにおいても，交付件数及び交付決定額について，いずれも法人化前の水準を上回ってい

る５）。 

 なお，このような教員の外部資金獲得の意識向上は，各種財団等の研究助成金の申請・

獲得状況にも表れたと想定され，厚生労働省の科学研究費補助金・がん研究助成金は平成

19 年度の受入金額で平成 16 年度の 2.9 倍，その他の競争的外部資金としては 21 世紀Ｃ

ＯＥ，リーディングプロジェクトに採択された６）。共同研究は法人化以前に比較（年平

均）して，件数で３倍弱，受入金額で 1.5 倍弱を受入れた７）。受託研究は法人化以前に

比較（年平均）して，件数・受入金額ともに 1.7 倍強を受け入れている８）。さらに奨学

寄附金においても法人化以前に比較（年平均）して，件数及び受入金額ともに増加してい

る９）。 

 ただ単に申請数のみの増加では，採択増には結びつかないことは明白であり，申請・採

択に伴い，想定する関係者にも望まれる水準の研究が実施されていると考えている。 
１） 資料 1-3-2:科学研究費補助金申請に関する説明会実施状況:P22 
２） 資料 1-1-4：学内競争的配分経費の申請基準及び評価の観点:P7 
３） 資料 1-2-1:平成 12 年度～平成 19 年度科学研究費補助金の新規申請・採択状況:P14 

資料 1-2-2：平成 12 年度～平成 19 年度科学研究費補助金・・・件数，採択件数・金額:P14 
４） 資料 1-2-3:平成１７年度科学研究費補助金採択率・採択件数上位機関一覧:P15 

資料 1-2-6:大学ランキング（朝日新聞社）:P17 
５） 資料 1-2-5:平成 12 年度～平成 19 年度科学研究費補助金・・・（継続・新規）:P16 
６） 資料 1-2-8:平成 12 年度～平成 19 年度厚生労働省科研費等受入状況:P18 

資料 1-2-9:高エネルギー医学研究センター関連の競争的資金:P18 
７） 資料 1-2-12:平成 12 年度～平成 19 年度共同研究受入状況:P20 
８） 資料 1-2-13:平成 12 年度～平成 19 年度受託研究受入状況:P20 
９） 資料 1-2-14:平成 12 年度～平成 19 年度奨学寄附金受入状況:P20 

 

 

②事例２「21 世紀ＣＯＥを核とするイメージング研究の遂行（重点的に取り組む領域⑦

を含む）」（分析項目Ⅱ） 

法人化以前に比し，21 世紀ＣＯＥ，リーディングプロジェクト等の大型研究費を基盤

として，低酸素組織集積[Cu-62]ＡＴＳＭ等を開発した。低酸素組織集積[Cu-62]ＡＴＳ

Ｍの研究は，放射線医学総合研究所他３大学との多施設共同研究を経て臨床応用を開始し

た。また，乳癌・骨盤内腫瘍を標的とするエストロゲンリガンドを国内で初めて臨床応用

した。ＰＥＴ，ＭＲＩを用いた新規データ収集・画像解析法を確立した。21 世紀ＣＯＥ
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においては，その成果を外国人レフェリーの参加を求め，実施した 10）。その評価委員会

からは，「大変素晴らしい成果が多数あがっている」と評価を受けた 11）。 

なお，これらは直接医療に還元される研究であり，想定する関係者にとって有益な事

例である。 

  10）別添資料 3-1-1:外部評価の実施概要:P1～4 
11）別添資料 3-1-2:外部評価の結果概要:P5～9 

 

 

③事例３「④ 神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の制御機構などを分子

レベルで明らかにし，高次生体システムの発達・構築とその維持に関わるメカニズムの解

明に関する研究を行う。の遂行」（分析項目Ⅱ） 

 法人化以前に比し，この分野に関する研究がより遂行された 12)。かつ，非常に高い水

準の研究成果が得られた。すでに記したとおり，脳内情報伝達システム成熟，脳形成，消

化管分化，アレルギー獲得，チャネル調節機構に関する研究を行った。これらを Cell な

どのトップジャーナル等に英文原著論文として発表した。中でも，チャネル調節機構に関

する論文は Cell 誌において月間ダウンロード数１位，歴代 14 位になり，国際的に高く

注目された。その他，脳形成に関わる論文は掲載誌（J.Neurosci.）にハイライト論文と

して取りあげられた。さらに特に免疫学の分野では 2001～2005 年のＩＳＩの引用度指数

において大阪大・京都大につぎ全国大学・研究機関３位，神経科学の分野では 2002～

2006 年のＩＳＩの引用度指数において全国大学・研究機関９位であった 13)。 

 なお，このような高い水準の研究は，医学の進歩に大きく寄与するものであり，想定す

る関係者の期待に応ずるものである。 

  12)資料 1-1-7:学術論文の重点研究領域別・年度別の比率:P9 
13）資料 2-1-1:大学ランキング（朝日新聞社）:P23 












